
過日実施いたしました後期の学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。アンケ
ートの集計結果をご家庭や地域の皆様にお知らせいたします。なお、アンケート結果は各校務分掌の年
度末反省にかけ、職員会議（年度末反省会議）を通して、今後の学校改善に活かしてまいります。

（よくあてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合を比較しています）

＜全体的に高い（９５％以上）＞
・学習のきまり・基礎的な学力
・健康でたくましい子の育成
・情報提供

＜差が大きい＞
○保護者が低い
・主体的に表現したり、学んだこと
を生活に活かしたりする力
・いじめ撲滅に向けた取組

○教職員が低い
・地域人材・開かれた学校

＜全体的に低い（９０％以下）＞
・幼保小中連携・エリアファミリー
の取組

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

学校評価アンケ－ト結果 児童・保護者・教員

アンケ－トの比較

アンケ－ト結果（児童・保護者・教員）の比較より

いずれの質問項目においても、児童・保護者・教員の肯定的
な評価が８０％を超えています。また、児童の回答は、すべての
項目で９５％を越える結果となりました。なお、「いじめの取り組
み」については、依然として、保護者の肯定的な評価が８0％前
半と低い傾向にあります。本校の「いじめの取り組み」は、いじ
めアンケートを定期的（道教委分が年2回、帯広市独自のもの
が年1回）に行い、『嫌な思いをしたことがある』と回答した児
童には、学級担任を中心に丁寧な聞き取りを行い、改善に向け
対応しています。また、日常の見取りや保護者等からの訴えな
どからも実態の把握に努めています。
今後も、いじめのきっかけとなる小さなトラブルやもめ事に対
する適切な対処や指導の充実を図るとともに、子どもたちの言
動や表情に注意を払いながら、相談しやすい環境を整えてまい
ります。ご家庭でもこれまでと同様にお子さんの様子を見てい
ただき、気になることがおありでしたら、学校にご相談ください。



行事等に変更がある場合は早めにお知らせします

今号の標題「霞始靆（かすみはじめてたなびく）」（七十二候のうちの一つ）

は、気温が少しずつ上がり始め、霞がたなびき始める頃と言われています。空気が澄んでいる秋

や冬は、遠くの山もキレイに見ることができますが、春になると白くボンヤリと見えることが多

くなります。これが霞で、主に春に使用される言葉です。春以外の季節では、霧やもやと呼ばれ

るようになりますが、北海道ではもう少し先の話になりそうですね。

日 曜 主な行事予定

１ 水 安全点検日 ＡＬＴ来校日
第２回コミュニティ・スクール会議

２ 木 ２年授業参観日

３ 金 ５年授業参観日 KTSBA 定時退勤日

４ 土

５ 日

６ 月 ＳＴ週間 学年費集金日①

７ 火 ６年授業参観日 学年費集金日②

８ 水 ＡＬＴ来校日 学年費集金日③

９ 木

１０ 金 学年費集金日 KTSBA 定時退勤日

１１ 土

１２ 日

１３ 月

１４ 火

１５ 水 ＊中学校卒業式

１６ 木

１７ 金 KTSBA 定時退勤日
読み聞かせ（図書ボランティア）

１８ 土

１９ 日

２０ 月

２１ 火 春分の日

２２ 水 ＡＬＴ来校日

２３ 木 離任式 大掃除

２４ 金 第３２回卒業証書授与式・修了式
月末統計 KTSBA 定時退勤日

２５ 土

２６ 日

＊ ３／２９（水） 第６回ＰＴＡ三役会議

学校からの情報発信においては高い評価
をいただきました。引き続き、学校便りやホ－
ムペ－ジの内容の充実や、適切かつ迅速な情
報発信に努めてまいりますが、昨今の情勢
で、学校単独での判断が難しい状況も生じて
います。ここで、第一に優先することは、『子ど
もの安全確保』だと考えます。帯広市教育委
員会等との連携を密にかつ迅速に行いなが
ら、学校の方針を明確にして対応していきた
いと考えています。
次に、地域連携や幼保小中連携において

は教員の評価が低い傾向が変わりません。
また、幼保小中連携の保護者アンケ－トで

は、「わからない」の回答もいただいています。
今年度は、エリアファミリーの取り組みとして
緑園中学校での『エリア公開研究会』や『教
育講演会』、『ＰＴＡ合同交流会（三役）』など
を実施しました。ウィズコロナを見据えた取り
組みを来年度は状況を見ながら、行いたいと
考えています。今後は、どのような連携を行っ
ているか、家庭に伝わっていないことを課題と
捉え、学校だよりやＨＰ、学年・学級通信を通
じて積極的にお伝えしていきます。

アンケ－ト結果（保護者・教員）の比較より


